
 添付図面等の作成上の注意点 

１ 特定施設等の構造図（図－１参照）

・特定施設等の構造、形状、寸法等を記載すること。 

・特定施設等の構造等がわかれば、カタログ等でもよい。 

２ 特定施設等配置図（図－２、図―２－２参照）

・特定施設等の配置がわかるように、配置図に特定施設等の番号を記載す

ること。 

・有害物質等を使用している事業場は、配管、排水溝、防液堤、貯蔵指定

施設等の飛散、流出及び浸透防止措置に関する状況を図面等に記載する

こと。  

３ 操業の系統図（図－３参照）

・特定施設等を使用する工程における原料から製品までの操業の系統を記

載すること。 

・旅館業、飲食店等のサービス業については添付不要。 

４ 汚水処理施設の構造図（図－４参照）

・汚水処理施設の構造、形状、寸法等を記載すること。 

・汚水処理施設の構造等がわかれば、カタログ等でもよい。 

５ 汚水処理の系統図（図－５参照）

・汚水処理の系統をフローシート形式にして記載すること。 

６ 汚水の集水及び導水の方法、排出水の排出方法に関する図面（図－６参照）

次の事項が記載されていること。 

・事業場の敷地全体（敷地境界が明確なもの） 

・汚水処理施設の設置場所 

・汚水等の集水及び汚水処理施設までの導水経路 

・汚水処理施設から排水口までの経路 

・排水口の位置（排水口の名称を記載すること） 

７ 工場案内図  

住宅地図等により事業場の位置を明確にすること。  

８ 汚水処理施設の設計計算書 

・設計条件（原水の水量及び水質、処理水の水量及び水質）を明確にする

こと。  

・汚水処理施設における各工程の処理能力算定根拠を示すこと。  

＊各図面共通の留意事項 

・添付図面は次により色付けを行うこと。 

 特定施設等：黄色  汚水処理施設：緑色  敷地境界：茶色  

 用水：青色  汚水：赤色  処理水：青色  雨水：青色  

・添付図面はできる限り日本工業規格Ａ４とすること。   
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図－２－２ 配置図（実際は平面図にできるかぎり正確に記載する） 

凡例 

ﾛｰﾘｰ搬入 

地上配管 

地下配管（ﾄﾚﾝﾁ内） 

地下配管（埋設配管） 

排水溝 

有害物質貯蔵 

指定施設 

有害物質使用 

特定施設 
排水処理施設 

タンクローリー

搬入 

地上配管 

地下配管 

（ﾄﾚﾝﾁ内） 漏えい 

検知設備 

地下配管 

（埋設） 
排水溝 

SUS 管 

φ50mm 

被覆塗装あり 

架台上に設置 
地盤面 

標準断面
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